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　C－21　ヒトの不感蒸泄量1こ影響ずる２･3の辱因

　　　　奈良か大家政　○葛村智加　須護明子　登倉尋覧

　　　　丈阪大医　　　　鶴谷知子

　目的　中性温度域にあヽけるや静時・ヒト(7) 不感蒸泄,Cよる放熱ぼを放熱量の約証を占め，

その動態を明らヵヽ,こt 心ことは体名調節生理労i乙と- て重零であi> のみならず. 被服設計

上の基域的知見ヒL ても,t £を肩t る。本研免は, ①1 曰・時刻。②相対擢鬼　③性周期

がそ感奏泄場にどグ,様'-^ヽ影響を与えるヵヽを明らむヽにするために仝画さ帆た。

　方去　不感蒸it 号Ii球重減少ヽ量を禰滝するこヒにより求めた。体重減少量は米国(?) James

Addison Rjtter ﾈ土・べ,いこ'7ケール33B≪il(精度i S･ iμ)k3 迄-:ii淀可能)を用い瓦。不感蒸泄

%．I日・時刻Iこよる膏動を知る実験は■ 被験名5 名(S 1名･々４名)で環境温(To.)26°C，相対

湿度(>o％一包。人^気象包で2i時闇蓮縁しT林重減少-量を測定した。呼吸気A.より・水分

蒸廃量,みょびがスを換,こよる４重減少･量は紬時闇放式測定まにより呼気中の02･co，凛を

測定しIt軸こより求めた｡。

相対湿度と性周期。影響の実験は, 匍験弟4名(男ぶ如名)ぞ環境温z(.°c一定・相対ji 度40;

60. . 釦加と変菰ぴせた条件下でおこs- つ尺。名-? ．環境制粕，被験備は約1 爵簡暴露でれ

た・^身ワT 所の皮膚;島剔則忿し平均既肩温を計算しr乙。雅周期の卵胞期七黄体期で同じ｀

よう包｀卸喰を試みその影響の肩無を調べた。

　結果　不蒸泄-tiこは。０明らか,こ日周リズムが石在すゐことがわかっ瓦。睡眠の両無，

とは無関係,こ夜聞僑半(2:00～S-:00バM明に臓少ずゐ。②相封湿鬼が上肩可/siこつれて

貳'＼ヽ可ゐ。　③加体凱こ,3卵胞期よりもヤいヽ岫la] がある。

C-22 局附加温が生体の発汗ならV-"＼~伜表面温泉こ及ぼ^影響ド関享る扁呪

　　　日冷々大家政　　o外村淑3･　沢野静極

　回的　をｦ干現象は一般に外気湛よこ昇時に住じるか、ﾀﾄ気温一定の場合､こｔ、身條。一如

に襖刺激り口えにヒによリ発汗可るこい唯告されている。Iこざ本肝％r｀･3、外気温

塾刺激温- 海氷粂件を変化さt n場合のを汗開始時間、身体各部位の皮膚遺の経時的変化、

蛎干量、露急都位の転比量をw惶し、それらがﾀﾄ気温、他刺激逼、着刄粂巾こよ･ｙ　どの

ように刻吋るか、まμ、露砥却ダtiりような生理的効果を示すヵ｀、そしZ . 発汗|こ伴い、

療

　方法　実験は。､工気候室内で｀行。r=。突験条件を気温:i）・らzi'c, 擢度RH6& ｙ 風速

砧‰､熱和教温佃’t，43-へ烏鷺､3.、軽･ 中・甕とし乍。皮々温測定ほ、季節生理班､こよ

って妬められf- 10点法､こぶヽ）.そ下温測定も行。r-。を元則定､こ1臥感湿素子石内蔵^ る

を汗測定器乞用＼Jヽ、経時変化t とらえた。全発汗量はん砕夭秤､＝より体重滅*｀う考寮し、

がこ、漆他散散に重要と考えうれる器砥部3点につしヽて、守静時、懇刺激時、を汗時の核

流量を劃定u , PI時に. 湿砂感･ 快適感の痢S>t Tot:--?さた。
　結果　安静時、発汗時・平均皮膚摂･5、気温、着刄に依弥し、発汗後の皮ﾉf 囁よ二ヽ昇･こ･5

熱刺激温、着刄r影響し仁。発汗開始時冊a. 熱刺激温に体外レ気温^高< .着葉ダ重

で、発行時の平一均皮膚温が高いほど矩細され徊頃向を示しμ。全発;干量･j、変温, 祁恥」激

温、羞蒙・増哨こ伴い増尺しμ。露出都の熟流量13-、M鷲に猿島it r.発汗哨始時におい

1 13.、杯刺激前後に比/ぐX欠乏<、逼私感i^、発行'tが芦|こな刺こつれｰこ+ 3 ( 屠いと

なり、･決恚l各－3 C 7F･快）となっμ。




